
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 紙の保険証廃止について 

通常国会会期末には岸田首相発信による

解散風が吹き荒れましたが、衆議院解散は

行われず閉会となりました。閉会中審査の

中ではマイナンバーカードと保険証の一体

化、とりわけ紙の保険証廃止についての議

論が行われております。 

 一方で、直近ではマイナンバーカードに

おける個人の医療情報の取り違えなど、取

り扱いにおける事故が多発しており、カー

ドに対する信頼が失墜しています。 
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み

角
す み

そうた 
立憲民主党埼玉県第 16区総支部長 
 

春日部市、さいたま市岩槻区、吉川市、 

松伏町 

三角そうたの PROFILE 
•1987年 12月 16日生まれ（35歳） 2児の父 

•埼玉県和光市出身、春日部市粕壁在住 

•幼少期母子家庭にて育つ。 

•私立開成中学・高校卒業 

•一橋大学社会学部卒業 

•立憲民主党衆議院議員手塚よしお学生秘書 

•三菱 UFJ銀行勤務（大宮支社、京都支社、本社 IR室、 

信託不動産部） 

資格：公認会計士、税理士 

証券アナリスト協会検定会員 

趣味：ヒップホップダンス、バスケットボール 

   韓国ドラマ、映画鑑賞、ドライブ 

団体：春日部青年会議所、久喜市倫理法人会 

その他：5 月に第 2 子である息子が生まれました。2 歳児

の娘と子育てに奮闘中です。 

 

紙の保険証の廃止は 

延期すべし！！ 

 

公認会計士 

税理士 

35 歳 

春日部市議会議員 

大里 昇 

2022 年 4 月春日部市議会議員 

初当選 

東武鉄道㈱、春日部郵便局勤務な

ど経て現在は春日部駅東口にて

居酒屋を経営 

１６区の仲間をご紹介 



 

      ■ボランティア・ポスター掲示・寄付等 
の協力ができる方、郵送又は FAX 
にて右記連絡先にご連絡下さい！ 

立憲民主党・三角そうたを応援して下さる方を募集中です！ 

どれかに○ ①事務作業など、ボランティアができる。  ②ポスターを自宅に掲示できる。 

③寄付をしてもいい。           ④知り合いを紹介できる。 

〒    – 

よろしければ、下記の項目もご記入ください。 

  －      －  

ふりがな 

お名前 

ご住所 

電話 

勤務先 
ご職業 

メールアドレス 

姓 

性別 
名 男 

女 

生年月日 
（西暦） 

年      月      日 

立憲民主党埼玉県第 16 区総支部 三角行 

住所：〒344-0067 埼玉県春日部市中央 

1-8-21 ニュー吉田ビル 302   FAX:048-611-9943 

紙の保険証を廃止することは、国民皆保険制度のある我が国において、実質的なマイナンバ

ーカードの取得義務化を意味します。現状上記のようなマイナンバーカードにおける個人情報

の取り違えなどの事故が多発しており、カードの返納などが起きるほどに信頼が失墜している

中で、取得を義務化するのは不適切です。政府はまずマイナンバーカードからの個人情報漏洩

が生じないよう対策を講じるとともに、信頼の回復を優先すべきであると考えます。 

信頼の回復のためには個人情報の漏洩を二度と起こさないのみならず、向こう数年は無事故

状態を続けることが必要です。来年に紙の保険証廃止や実質的なマイナンバーカード取得義務

化を行うのはあまりにも拙速であると考えます。マイナ保険証の導入による利便性の向上は理

解できますが、紙の保険証廃止や運転免許証との一体化など取得の義務化につながる議論は、

信頼の回復が行われたのちに行うべきです。 

立憲民主党埼玉県第 16 区総支部 連絡先 
埼玉 16 区(春日部市、さいたま市岩槻区、吉川市、松伏町) 

〒344-0067 埼玉県春日部市中央 1-8-21 ニュー吉田ビル 302    ◎TEL.070-3129-8789  ◎FAX.048-611-9943 

◎ホームページ：http://misumisota.net/   ◎フェイスブック：「三角そうた facebook」で検索 

②少子化対策 

少子化対策についての財源を岸田総理は年

末まで先送りをするという方針を打ち出しま

したが、この問題は待ったなしであると考え

ます。我々は具体的な財源として、金融取引

課税の見直しや、防衛費の増額幅の削減など

少子化対策のための財源を提案しています。 

児童手当の拡充や教育の無償化など総額で

3 兆円以上がかかると見積もられている少子

化対策ですが、どれもすぐにでも必要な対策

であり、子供たちの未来のためにも財源につ

いても正面から議論を行っていくべきである

と考えます。 

ミニコラム 

5 月 31 日に第 2 子となる男児が生まれまし

た！立ち会い出産では感涙してしまいまし

た(;^_^2 歳になる娘ともども子育てと政治

活動の両立に奮闘しています。 

http://misumisota.net/

